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FT-1500 アドバンストタコータ設定のための基本的機能 

 
FT-1500 の「設定モード」を設定するにあたり基本的な事項を説明します。測定のための操作手順につ
いては操作手順書を参照ください。 
 

説明内容 

1. アルゴリズムについて 

2. エンベロープについて 

3. 基本的なボタン操作 

4. 数字表示灯の記号表示の例 

 
 
1. アルゴリズムについて 

 
FT-1500は入力信号を周波数分析し、パワースペクトルから回転速度を求めています。 
回転速度を求める方法として、アルゴリズム A1、A2、A3、B1があります。 
アルゴリズムについて取説より抜粋したものを次に示します。（「７」項は取説の項目番号です） 
検出器の種類により、推奨アルゴリズムがあり、設定モードは初期値として設定されています。 
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2. エンベロープについて 

 
入力信号がスパーク状の減衰波形ではパワースペクトルが複雑になり測定のばらつき要因と
なります。このような信号では前処理としてエンベロープ処理を行います。 
エンベロープ処理について取説より抜粋した説明を次に示します。 
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3. 基本的なボタン操作 

 
(1) 各キーの操作機能は図 1ようになります。 
  設定モードでの操作は【①MENU】キー、【②SET NEXT】キー、【③④SELECT】キーを使
います。 

 
 【①MENU】キーを押すと「設定モード」に入り、もう一度【①MENU】キーを押す
と「測定モード」に戻ります。 

 【②SET NEXT】キー、【③④SELECT】キーを使い設定モードの各項目を選択設定し
ます。 

 

図 1 
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(2) 設定モード 
 設定モードは図２のよう【②SET NEXT】キーを押すごとに順にメニュー項目が切り替わ
ります。ランプが点灯している項目が、今設定している項目を示しています。 
設定の内容は図３の〔⑲数字表示灯〕に記号で表示されます。 

 
 

 

図 2 
 
 
4. 数字表示灯の記号 

 
「設定モード」が起動されると、図３の〔⑲数字表示灯〕には記号が表示されます。 
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図 3 
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次図 4はメニュー項目「MODE」のときの一例を示します。 

 

 

FT-0501 検出器のアルゴリズム設定の
時に現れます。 

 

FT-0501 検出器の回転方向判定機能選
択の時に現れます。 
 

 

FT-0601 検出器のアルゴリズム設定の
ときに現れます。 
 

 

NP-3331 検出器のアルゴリズム設定の
ときに現れます。 
 

 

EXT（NP-202 FT0701など電圧入力）
のアルゴリズム設定の時に現れます。 
 

 

上記検出器推奨のアルゴリズム以外
を選択する時に「USER-＊（＊は１、
２、3）」が現れます。 
 

 

アルゴリズム設定で「USER-＊（＊は
１、２、3）」選択をした時に現れます。 
アルゴリズムは選択が可能です。(1)
項を参照ください。 
 

 

アルゴリズム A1 を選択した時に
「ENVE]（エンベロープON/OFF選択）
が現れます。 
 

 

アルゴリズム設定で「USER-＊（＊は
１、２、3）」選択をした時に現れます。 
(1)項を参照ください。 

図 4 
 


	Text1: 簡易操作手順書


